
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                   

 

 開催挨拶 

 

 東京大学薬学図書館は、1958 年に薬学部が独立した学部となった時以来、学内外の

薬学研究に携わる方々の教育と研究を支援するため、数多くの資料を収集してまいりま

した。また、日本薬史学会からのご寄贈をもとに設置された薬史学文庫には、日本の薬

学研究史上、貴重な資料を多く所蔵しています。これらの資料を後世に伝え、薬学研究

並びに薬学史研究のさらなる発展を願って、薬学図書館では資料展示を行っています。

今回の展示はその第 5回目となります。今後も様々な展示を実施していきたいと考えて

おりますので、皆様のご助力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

2024年 7月 

薬学部図書委員長 大和田 智彦 

 

 

 展示概要 

 

大正から昭和 10年代にかけて二代目教授の慶松勝左衛門、近藤平三郎、朝比奈泰彦、

服部健三、緒方章が東京帝国大学医学部薬学科を牽引し、留学で習得した最新の学問を

導入し、研究分野の領域を拡大し、近代日本の薬学発展に多大な尽力を果たした。しか

し、昭和 10年代には退職の時期を迎えることになった。 

慶松、近藤、朝比奈は退職し、服部は逝去し、緒方は長老教授となり、戦時下の世代交

代となった。太平洋戦争の未曽有の敗戦により国土は灰燼に帰し、焦土と化したが、戦

中から戦後にかけて慶松、近藤、朝比奈、緒方は薬学界の長老として薬学研究・教育の

充実、薬事制度改革に尽力した。 

 三代目教授の菅澤重彦、落合英二、石館守三、秋谷七郎、浅野三千三、伊藤四十二、

柴田承二、野上寿、高木敬次郎は戦中から戦後にかけて日本薬学の復興を果たし、念願

の薬学部独立を実現するのであった。 

 戦後も 80 年が経過したが、去り行く時の流れにも消しえぬ一筋の足跡がある。そこ

で、日本薬学の復興の足跡を辿るべく、薬学図書館が所蔵する資料を紹介する。 

 今回の展示図書は学術的価値が高く、歴史的価値を有する稀覯本ですが、劣化損傷が

激しい状態であったため、株式会社資料保存器材の精巧な技術で修復が施された。これ

によって、貴重な学術資産の公開と後世への継承が果たされた。 
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１．『スルファミン剤』 伊藤四十二 薬事日報社 昭和 23年 11月 

 

 

 

伊藤四十二は昭和 3年（1928）4月、東京帝国大学医学部薬学科に入学し、臓器薬品

化学教室で緒方章教授の指導を受けた。昭和 23（1948）年 3月、臓器薬品化学講座の担

当教授に昇任し、名誉教授の緒方と共に唾液腺ホルモン研究をさらに発展させ、世界的

業績を残した。 

スルファミン剤は細菌の発育を抑え、細胞の防御機能を発揮させる作用をもつ化学療

法剤である。昭和 12（1937）年 7月から国内でも生産され、飛躍的発展を遂げ、戦後も

昭和 20（1945）年から生産が回復し、好調を続けてきたが、ペニシリンの生産が増大

し、昭和 24（1949）年からは減少した。 

伊藤は本書の目的について「スルファミン剤はわが国民にとって実に重要な抗菌性薬

剤でありながら、実際に日常それを扱っている薬剤師及び一般開業医師のために書かれ

たまとまった解説書が本邦ではほとんど出版されていない」ので、「スルファミン剤に

関する全般的な実用知識の記述を主眼」としたと述べている。 
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２．『微量定性分析』 石館守三 鳥海書房 昭和 24年 4月 

 

 

 

石館守三は大正 11（1922）年 4月、東京帝国大学医学部薬学科に入学し、朝比奈泰彦

教授に師事し、卒業後は生薬学教室の助手になった。昭和 11（1936）3月、ドイツに留

学し、ハイデルベルク大学のクーン教授の下でアミノ酸、ベタイン系化合物の合成など

有機化学を学んだ。 さらにオーストリアのグラーツ大学のプレーグル教授に有機微量

分析法、ウィーン大学のファイグル教授に発色反応、チェコのプラーグ大学のハイロウ

スキー教授にポーラログラフ法を学び、昭和 13（1938）年 7月帰国した。昭和 17（1942）

年 1月、新設の薬品分析化学講座の教授に昇任した。 

石館は本書の意義について次のとおり述べている。 

「分析学の良書は決して少くないが、微量化学の技術を基本とした系統的分析書は見

当らない。茲に当教室に於いて多年学生実習に於ける経験を本とし、又研究室に於いて

体験したるところを集録し、ここに微量分析化学の定性編として上梓することにした。」 
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３．『有機定量分析法』 新訂第 5版 落合英二 南山堂 昭和 31年 2月 

 

 

 

落合英二は東京帝国大学医学部薬学科に入学し、長井長義教授の独創の実験指導に感

銘を受けた。大正 11（1922）年 5月、薬化学教室の副手となり、近藤平三郎教授の指導

を受け、大正 15（1926）年 5月助手、昭和 5（1930）年 3月助教授に昇任した。 

昭和 5（1930）年 7月、ドイツ留学を命じられ、フライブルク大学のスタウディンガ

ー教授に高分子化学、ボン大学のファイファー教授に有機金属錯体、オーストリアのグ

ラーツ大学のプレーグル教授に有機微量分析を学んだ。昭和 7（1932）年 9 月帰国し、 

昭和 12（1937）年 12 月、近藤平三郎教授の後任として薬化学講座の教授に昇任した。 

落合は本書の目的について以下のとおり述べている。 

「この書は有機化学研究の推進上不可欠の技術となってきた Pregl 式微量元素分析

法をわが国内に普及する目的で、その手ほどきから資材、装置の吟味と組立て及びその

操作法の全般にわたって記述し、その内容はことごとく著者等の実験的吟味の結果を記

録したもので」ある。 

また、戦後の研究遂行の困難な状況についても以下のとおり回顧している。 

「ガスの時間配給と圧力の低下、資材の補給難、実験費の高騰等何れを考えても危機

ならざるはない。折角これまで全教室の分析を担当してきた微量分析室の技術と運営は、

歯を食い縛っても維持せねばならぬとの悲壮な努力が続けられた。」 
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４．『秋谷七郎教授報文集』 秋谷七郎 秋谷七郎教授報文集刊行会 昭和 37年 11月 

 

 

 

秋谷七郎は大正 12（1923）年 3月、東京帝国大学医学部薬学科を卒業し、衛生裁判化

学教室の助手を経て、昭和 7（1932）年、東京薬学専門学校女子部教授になった。昭和

17（1942）年 3月 25 日、恩師服部健三教授が 57歳で逝去したことに伴い、同年 5月衛

生裁判化学講座の教授に就任した。 

戦後は「下山事件」で一躍その名を馳せた。昭和 24（1949）年 7月 5 日、国鉄総裁下

山定則が出勤途中に失踪し、翌 7月 6日未明に下山の轢死体が発見された。東京大学法

医学教室の古畑種基教授の依頼で秋谷教授は衛生裁判化学教室の総力を挙げて協力し、

古畑と共に死後轢断説を主張した。 

昭和 32（1957）年 3月、停年により東京大学薬学部教授を退官後は東京医科歯科大学

医学部附属総合法医学研究施設長に就任した。本書は秋谷の多年に亘る研究の集大成と

なる報文集で、秋谷は刊行に際し、以下のとおり述べている。 

「「一将功成って万骨枯る」との古い言葉と「俱学俱進」の名句は相反する意味を持

つ言葉として、常に私の学徒としての根底に流れ、私の心を支配していたのである。反

対言があってこそ、目的とする言葉の意味が明確になるものであるとつくづく感じ乍ら、

今日まで生きて来た。」 
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５．『薬局製剤とその解説』 改訂第 4版 野上寿 南山堂 昭和 39年 12 月 

 

 

 

野上寿は昭和 9（1923）年 3月、東京帝国大学医学部薬学科を卒業し、生薬学教室の

助手となった。昭和 17（1942）年、大阪帝国大学医学部附属病院薬局長に就任した。昭

和 24（1949）年 7月、米国薬剤師協会使節団が来日し、薬学教育を薬剤師の業務に適す

るよう勧告し、調剤学の重要性が指摘された。さらに、戦後は欧米から画期的な新薬が

次々に紹介され、製剤学の研究が急務になっていた。 

こうした状況を背景に昭和 26（1951）年 7 月、薬学科で 7 番目の講座として製剤学

講座が開設され、野上が附属病院薬局長兼任で初代教授に就任した。 

『薬局製剤とその解説』は「よい製剤をつくるための基準書として、また製剤の基礎

的な考え方を提供する場として」昭和 35 年 9 月刊行された。その後、4 年間を経て薬

剤学の進歩はめざましく、製剤、調剤も著しく変貌し、薬局方も改正されたので、品質

管理の章を書き加え、全般的に改訂して本書が出版された。 
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６．『菅澤重彦先生生誕七十五年記念論文集』 菅澤重彦 廣川書店 昭和 47 年 4月 

 

 

 

菅澤重彦は大正 11（1922）年 3月、東京帝国大学医学部薬学科を卒業し、大学院で慶

松勝左衛門教授の指導を受けた。昭和 12（1937）年 4月、薬品製造学講座の教授に昇任

し、有機化学を駆使して医薬品の合成研究に数々の業績を残し、昭和 34（1959）年 3月、

停年により東京大学薬学部教授を退官した。退官後は田辺製薬の顧問に就任し、同社の

有機化学研究所で若い研究者の製薬指導に当たった。 

長身痩躯の菅澤は英国紳士でいつも端正な姿勢で簡明直截、立板に水のような淀みな

い講義で学生を魅了した。酒を嗜まず、大の甘党でゴルフを愛好し、明朗闊達な人柄で

多くの門下生に慕われた。晩年、ゴルフを止め、内外の化学の新着雑誌に親しく目を通

す姿は責任を重んじる明治人の風格があった。 

本書は門下生により刊行され、菅澤の「続つれづれの記」と門下生の論説と随想が収

録され、「菅澤重彦先生とその門下生という強い糸で貫かれ」ている。論説は菅澤によ

ってまかれた種がいかに発展しているかを示し、随想は菅澤と門下生の心温まる交流を

描いている。 
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７．『和漢薬物学』 高木敬次郎〔ほか〕編 南山堂 昭和 57年 6月 

 

 

 

高木敬次郎は昭和 11年（1936）4月、東京帝国大学医学部薬学科に入学し、緒方章教

授の指導を受け、卒業後は臓器薬品化学教室の助手になった。高木は有効成分不明な動

物成分（解熱剤の地龍、鎮痛剤の赤とんぼなど）の成分研究を行い、赤とんぼの黒焼き

に鎮痙作用が認められるという新知見を得た。イナゴでも同様の結果であった。昭和 23

（1948）年 3月、臓器薬品化学講座の助教授を経て昭和 32（1957）年 11月、薬品作用

学講座の教授に昇任した。 

高木は本書の意義について以下のとおり述べている。 

「現段階における和漢薬研究の結果を薬理作用を中心として整理することが、社会的

にも学問的にも意義があるものと信じて本書の編纂を企画した。しかし、本書だけで和

漢薬の全体の知識が得られることも必要であるから、基原、成分、適用、処方なども簡

単に記載することにした。」 
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８．『薬用天然物質』 柴田承二〔ほか〕編集 南山堂 昭和 57年 8月  

 

 

 

柴田承二は昭和 10（1935）年 4月、東京帝国大学医学部薬学科に入学し、朝比奈泰彦

教授の指導を受け、昭和 17（1942）年、生薬学教室の助手となり、昭和 19（1944）年、

東京大学南方自然科学研究所助教授に昇任した。昭和 23（1948）年 4月、生薬学講座の

浅野三千三教授が 54 歳で急逝したため、東京大学立地自然科学研究所助教授の柴田が

講座担任になり、昭和 25（1950）年 2月、教授に昇任した。 

柴田は「薬用天然物質」の表題の下に本書を編纂した目的について以下のとおり述べ

ている。 

「薬学の歴史を繙けば自ら明らかなように Pharmacognosy（生薬学）がその源であっ

て、現代薬学の諸分科はここから次第に分化発展したものと考えられる。所がわが国に

於ける「生薬学」はその発足に当り自らその領域を草根木皮の薬物材料の鑑識学に狭め、

その後の発展は久しく停滞していた。しかし、Pharmacognosy はもともと凡そ天然起源

の薬物に関するサイエンスであって、今日に於てもその重要性は失われていないばかり

でなく、その領域は広範に及び将来への無限の発展性を持っているものということがで

きよう。」 
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９．『はまなすのこみち : 私の歩んだ道』  石館守三 廣川節男 昭和 63年 5月 

 

 
 

本書は石館守三の回想録である。石館は故郷青森の海岸に咲いていた「はまなす」の

姿と花の香をこよなく愛し、本書の表題とした。冒頭で石館は自らの人生について以下

のとおり述べている。 

「振り返ってみると私の歩んだ道は「歩かせられた道」であるといった方が適当であ

る。何となれば自分で選び、自分の力で歩いてきたなどと自惚れることはできないほど

われわれは他者からの有形、無形の援助と恩恵によってきたと思わざるを得ないからで

ある。そして人は目に見えない大きな摂理の下に生き、生かされていると思わざるを得

ないのである。」 

石館は青森中学校在学中、家業の手伝いで東北保養園に行き、ハンセン病患者の悲惨

な症状に強い衝撃を受け、ハンセン病の治療薬研究のために薬学を志した。その志は結

実し、昭和 21（1946）年 4月、ハンセン病治療薬「プロミン」合成に成功し、多くの患

者を救った。 

東京大学薬学部教授退官後も日本キリスト教海外医療協力会長、共立薬科大学理事長、

国立衛生試験所所長、薬事審議会会長、日本薬剤師会会長、笹川記念保健協力財団理事

長などの要職を歴任し、数々の事績を残したが、その人生の指針は若き日に同志会で学

んだ「神と人とに仕える」ことであった。数多の人々がその温かい光によって救われ、

日本薬学界の気高き名峰として不朽の足跡を残した生涯であった。 
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１０．『落合英二先生回想録』  岡本敏彦編 落合英二先生顕彰会 平成 4年 4月 

 

 

 

落合英二は昭和 49（1974）年 11 月 4 日、76 歳で逝去したが、没後 17 年目に門下生

により本書が刊行された。根本曽代子による「不朽の功績」「おもかげ（小傳）」、落合

英二教授報文目録、門下生による研究回顧と座談会が収録されている。 

昭和 38（1963）年 1月 8日、落合は薬学者として初めて講書始で「アルカロイドにつ

いて」を昭和天皇にご進講した。アルカロイドは恩師近藤平三郎の畢生の研究テーマで

あり、落合は近藤を学問のみならず人生の師として深く敬愛し、師弟の清廉な情誼は終

生変わらなかった。 

厳格な研究態度と実験第一主義を貫いた落合とその協力者による研究は論文 526 報

と著書 8編に達し、日本の薬化学を世界的水準に引き上げ、多くの優れた研究者を育成

した。直截で野人的な人柄は学生を魅了し、門下生の岩井一成（三共株式会社取締役製

品計画部長)は落合のことを「人間として温かく清潔な生きざまを貫かれ、われわれの

師表でした。人生の岐路に立ったときに、落合先生の顔が出て来て「それで人生、間違

ってないのだよ」と諭されているような気がします。落合イズムというのは一つの社会

的モラルで、薬化教室員の交遊の基盤となっています」と回顧している。 
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１１．『写真で見る東大薬品分析化学教室五十年史』  石館守三編 廣川節男  

平成 4年 7月 

 

 

 

昭和 16（1941）年 12 月 10 日、東京帝国大学医学部薬学科の 6 番目の講座として薬

品分析化学講座が設置され、昭和 17（1942）年 1月 10日、石館守三が初代教授として

就任した。石館教授はハンセン病の特効薬プロミンの合成に成功し、抗がん剤ナイトロ

ミンを開発した。昭和 33（1958）年 4 月から昭和 35（1960）年 3 月までの 3 年間初代

薬学部長を務めた。 

昭和 36（1961）年 3月、石館教授は停年により東京大学薬学部教授を退官し、同年 4

月、後任に田村善藏助教授が昇任した。田村の父田村憲造は東京帝国大学医学部教授（薬

理学講座）で戦前、石館教授と共同し、樟脳の生化学研究を行い、ピタカンファーを創

製していた。田村教授はスモン病の原因は整腸薬キノホルムであることを解明し、キノ

ホルムは販売使用禁止になった。 

昭和 58（1983）年）3月、田村教授は停年により東京大学薬学部教授を退官し、同年

10 月、後任に中嶋暉躬教授が就任した。中嶋教授は天然物から多くの新しい生理活性

物質を発見し、その構造を明らかにした。 

本書は 50 年に亘る薬品分析化学教室の写真集である。教室旅行、ハイキング、運動

会の写真は当時の師弟の温かい交流を醸し出し、戦中・戦後・高度成長期の時代の変遷

を伝える貴重な資料である。 
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１２．『薬学研究余録』  柴田承二 白日社 平成 15年 9月 

 

 

 

柴田承二は大正 4（1915）年 10月 23 日、東京に生まれた。祖父は近代日本薬学の創

始者の柴田承桂、父は植物学者で東京帝国大学理学部教授の柴田桂太、叔父は化学者で

東京帝国大学理学部教授の柴田雄次という学者一家であった。 

本書は柴田の自叙録で昭和・平成期の日本薬学史の貴重な資料である。柴田は本書を

出版するに至った思いを以下のとおり述べている。 

「1935（昭和 10）年に私が薬学の道に入っているもう 70年近くなり、古い消息を知

っている人が次第に少なくなってきたので、今のうちに一つの記録として書き残してお

くのも私の務めかもしれないと思うようになりました。私が進めてきた幾つかの研究の

テーマにしても、それぞれに由来があり、それは専門の報文には必ずしも現れていませ

んから、その因って来た道筋もこの際記しておきたいと思ったのです。 

同様に、研究の過程における裏面の苦心や喜びも書き残したかったし、また、私はか

ねがね研究の過程で自ら勝手にロマンを描いて楽しんでいたこともあり、特に正倉院薬

物の研究にかかわってよくそれを感じたことがありますが、それらは公式の報告の中に

は表現されていません。」 
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１３．『二人の東京大学附属図書館長を顧みる』  金子豊編 私家版 平成 22 年 3月 

 

 
 

本書は東京大学附属図書館長を務めた岸本英夫、伊藤四十二の図書館関係の著作を収

録し、その足跡が描かれている。 

昭和 35（1960）年 4月、東京大学附属図書館長に就任した岸本英夫教授（文学部）は

全学総合目録の作成、総合図書館と部局図書館（室）との連絡・調整、指定図書制度、

総合図書館の近代的改装を骨子とする「岸本改革」に病を押して渾身の力を傾注した。

しかし、昭和 39（1964）年 1月 25日、黒色腫により館長在職中に逝去した。 

伊藤四十二教授（薬学部）は昭和 37（1962）年 4月、図書行政商議会委員長として岸

本に出会い、その高道な識見と人格に深く心を打たれた。そして、大学の研究教育の中

核は図書館であると確信し、「岸本改革」の達成に全面的に協力した。 

昭和 38（1963）年 12月 9日、病床に就いた岸本は東京大学総長茅誠司を通して館長

事務代理の職を伊藤に依頼した。伊藤はその時のことを以下のとおり回顧している。 

「わたくしは生まれてはじめて何とも言えない感激を覚え、丁度そのとき、わたくし

としては重要な学会の評議会の開催中であったけれども、茅総長からの電話によって中

途退席して急いで三鷹のお宅にうかがってご病臥中の先生にお目にかかり、全責任をも

ってお引き受けする旨申し上げた。」 

岸本の遺志を継いだ伊藤は附属図書館長として総合図書館と部局図書館との連携・協

力、指定書制度を充実させた。のみならず、「研究の裏方を務めている図書館員の類い

まれな理解者」である伊藤は館員の研究・研修に対する周囲の理解を増すことに尽力し、

機会ある度に館員の資質向上を説いた。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京大学薬学図書館展示 図録 
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